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プレスリリース 

2016 年 2 ⽉ 22 ⽇ 

⼀般社団法⼈消費者のみらいを考える会 

 

消費者のみらいを考える会 消費者政策に関する消費者意識調査を実施 

若者は消費者教育の重要性を認識 -平成⽣まれの消費者意識とは- 

 

⼀般社団法⼈消費者のみらいを考える会（代表理事 三⾕英弘）は、消費者意識調査を通して、多数の⼀

般的な消費者の意⾒を汲み取り、その価値観の変化に基づいた今後の消費者政策のあり⽅に関する提⾔を

⾏っていく新しいタイプの消費者団体です。 

今回の調査では、①⾃⽴した消費者になるために何が必要か、②消費者が商品・サービスを選択するとき

に重要視することについてアンケートを実施しました。 

 

結果概要 

今回の調査では、⼀般的な消費者が、より良い⽣活環境を確⽴していくためには、法規制の強化という⼿

法ではなく、消費者⾃⾝が情報収集⼒や判断⼒を向上させることが最も重要であると考えており、実際、

商品やサービスの特性に応じた選択と判断を⾏っているという「主体的な消費者像」が浮き彫りとなりま

した。⼀⽅で選択と判断の⽀えとなる「消費者教育」についての意識は、平成⽣まれの 20 代が、全世代平

均の 2 倍近く⾼く、学校教育を経験した世代の⽅が消費者教育の重要性を認識しているという興味深い結

果となりました。 

 

⾃⽴した消費者が主流に 

消費者教育の重要性に対する認識に、年代によって顕著な違いが⾒られました。 

消費者教育が最重要と回答した⽅は、全体平均では 11.9%と決して多くはありませんが、20 代ではその

2 倍近くの 21.0%が重要と回答しています。平成 20 年および 21 年に⼩中⾼の学習指導要領が改訂され、

学校現場に消費者教育が導⼊されましたが、まさにその消費者教育を経験した世代が、その上の世代より

も強く消費者教育の重要性を認識していることは興味深い結果と⾔えます。また、世代が上がるほど、⾃

らの情報を収集・活⽤する能⼒を重視する傾向にあるという調査結果からは、⾼齢者が甚⼤な消費者被害

を受けてしまうことの原因の⼀つに⾃らの能⼒を過信することにあるのではないかという推測を⾏うこと

が可能です。かかる推測が正当なものか、引き続き検証を進めるとともに、対策を⾏うことも急務と⾔え

ます。 

 

なお、「消費者教育」は、「⾃ら情報を収集・活⽤する能⼒」を⾼める⼀⼿段であると考えることもできま

す。学校で消費者教育を受ける以外に、どのような⽅法で「⾃ら情報を収集・活⽤する能⼒」を⾼めること

ができると考えられるのか、今後、更に調査してまいりたいと思います。 
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クスリは安全に、電気は安く 

消費者が商品を選択する際の基準は、購⼊しようとする商品やサービスの性質に応じて変えるであろうと

の予想は、今回の調査を通じて、改めて裏付けられる結果となりました。 

 

「安全性」が最も重視されるものは「医薬品」や「⾷料品」という結果でしたが、「⾷料品」に関しては「価

格」も無視できない要素となっています。他⽅、その「価格」を最も重要視するものは、「電⼒」「宅配」「イ

ンターネット接続」などであり、これらは直接⽣命や⾝体に影響するものではなく、どちらかというと品

質の差が⾒えにくいサービスであると⾔えます。また、「教育」や「美容」に関するサービスにおいては、

「評判」を重要視するという回答が⽬⽴ちます。これらは品質の差が⼤きいと思われるサービスですが、

消費者からは、購⼊前にその差を確認することが難しいからではないかと考えられます。 

このように、消費者は、購⼊する商品やサービスの性質に応じて何を重視するのかを⾃ら選択し、判断し

ていることが分かります。 

 

商品・サービスを提供する事業者や、消費者保護の施策を検討する規制当局は、このような消費者の商品

選択におけるニーズを理解し、⼗分に応えているといえるでしょうか。商品やサービスの性質の違いや、

消費者の多様性を考えずに、⼀律のルールを作ることはもはや現実的ではありません。消費者の選択肢が

最⼤限確保できているのか、「消費者のみらいを考える会」では、引き続きこの点を検証していきたいと思

います。 

 

 

■調査の概要 

実施期間   2015 年 12 ⽉ 21 ⽇〜2016 年 1 ⽉６⽇ 

調査対象   20〜60 代までの消費者 

有効回答数   1,016 件 

調査⽅法   ウェブアンケート⽅式（当団体サポーター会員およびジャストシステム社への委託） 

 

 

 

 

■「消費者のみらいを考える会」について  

「消費者のみらいを考える会」は、「消費者の声や実態がはたして政策に反映されているのか、豊かな消費

社会の実現をともに考えたい」という思いで設⽴された⼀般社団法⼈です。⾃ら情報を⼊⼿し、⾃⼰責任

にもとづき主体的な判断を⾏うことができる、「⾃⽴した」消費者をはじめとする多様な消費者の声をリサ

ーチや SNS 等を通じて把握し、政府、団体、企業に向けて発信していきます。また、これからを担う⾃⽴

した消費者の育成⽀援に取り組んでまいります。これらの活動を通して、消費者の「最⼤多数の最⼤幸福」

の実現を⽬指します。 
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「消費者政策に関する消費者意識調査」結果概要 

 

Q1 消費者は⽇々多様な選択肢から商品・サービスを選んでいます。主体的な判断と賢い選択ができる消

費者となるために、"重要なこと"はなんだと思いますか。あなたの考えに最も近いものを選んでください。

（n=1106） 

 

 

 

 

規制強化よりも、⾃分の消費者⼒を⾼めたいと考えている消費者が多いことがわかります。⾃らの情報を

収集・活⽤する能⼒の向上という回答が 4 割近くと最も多く、反対に法律や⾏政によるルール整備や市場

監視が重要であるという回答は 1 割に満たないという結果となりました。⾃⽴した消費者は、⾃らが能⼒

を向上させていかなければならないという意識をもつことこそが重要であると考えているといえます。 
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⾃ら情報を収集・活⽤する能⼒ 第三者からの信頼できる情報（商品テスト結果など）

商品・サービスに関する事業者からの情報提供 学校や地域での消費者教育

法律や⾏政によるルール整備と市場監視 その他



 

＜本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先＞ 
一般社団法人消費者のみらいを考える会 事務局	 メールアドレス：info@consumer-mirai.org 

4 

Q2 世代別 主体的な判断と賢い選択ができる消費者となるために、"重要なこと" （n=1106） 

 

 
 

 

消費者教育が重要だという回答したのは、学校教育で消費者教育を受けた世代（20 代）に⽬⽴ち、30 代

以降は⾃ら情報を収集・活⽤する能⼒の向上が必要と考える傾向がみられます。経験によって消費者⼒を

培った世代は消費者⾃⾝の能⼒の向上を重要視しているともいえますが、⼀⽅で地域や学校で教育を受け

る機会がなかったため、その必要性を意識する機会が得られていないことが要因であるともいえます。ま

た、世代が上がるほど、⾃らの情報を収集・活⽤する能⼒を重視する傾向にあることから、⾃らの能⼒を

過信し、その結果、⾼齢者はより重⼤な消費者被害を被る結果となっている可能性も否定できません。 
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学校や地域での消費者教育 商品・サービスに関する事業者からの情報提供

第三者からの信頼できる情報（商品テスト結果など） ⾃ら情報を収集・活⽤する能⼒

法律や⾏政によるルール整備と市場監視 その他
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Q3 以下の商品やサービスを購⼊、申し込みするとしたら、何を"重視"しますか？あなたの考えに最も近い

ものを選択肢より選んでください。（n=1106） 

 

 
 

 

このたびの調査で、「医薬品」や「⾷料品」といった⽣命・⾝体に直接影響する商品に限っては、「安全性」

が重要だと考える消費者が多くみられますが、その他の商品やサービスでは、「安全性」に対するニーズは

むしろあまり⾼くないという結果となっています。また、教育や美容に関連するサービスにおいては、「評

判」を重要視するという回答が⽬⽴ちます。実際に利⽤した⼝コミ等第三者の客観的な意⾒を材料として

検討し⾃ら判断していることがわかります。全般的にみると、消費者が重要視する点は画⼀的ではなく多

様化しており、商品やサービスの性質やそれぞれの価値観にもとづき、コストパフォーマンスを重要視し

た合理的な⾏動をとっていることがわかります。 

 

※調査の詳細データにつきましては、「消費者のみらいを考える会」の HP からご参照いただけます。 

http://www.consumer-mirai.org/ 
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⾐料品

学習塾、英会話学校、パソコン教室、家庭教師派遣、結婚…

家電製品

インターネット接続サービス

宅配便（メール便）

電⼒

エステ、ネイルサロン、⽇焼けサロン

旅⾏

タクシー

⾷料品（⽶・⽣鮮品・⽜乳など）

医薬品

安全性 価格 品質・安定性 以前の購⼊経験 評判 直感 使いやすさ その他


